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　Abstract

The lernanthropid copepod, Lernanthropus atrox 
Heller, 1865, is reported based on two adult females 
from the gills of goldlined seabream, Rhabdosargus 
sarba (Forsskål, 1775) (Perciformes, Sparidae), in the 
East China Sea off the west coast of Kagoshima 
Prefecture, southern Kyushu, Japan. This represents a 
new host record for L. atrox and the first record of the 
species from Kyushu.

　はじめに

タイノヒトガタムシ Lernanthropus atrox Heller, 

1865は，日本や中国，オーストリアに生息する
主にタイ科魚類に寄生するカイアシ類の 1種であ
る（例えば宍戸，1898；Shiino, 1955；Song and 

Chen, 1976；Kabata, 1979；長澤・上野，2011；
Nagasawa, 2017）．最近，筆者らは鹿児島県の東
シナ海沿岸域で漁獲されたヘダイ Rhabdosargus 

sarba (Forsskål, 1775)に寄生するタイノヒトガタ
ムシを見つけた．これは，鹿児島県を含む九州か
らの本種の初記録であるとともに，ヘダイは本種
の新宿主になることから，ここに報告する．

　材料と方法

本研究で調べたヘダイは，2017年 7月 6日に
鹿児島県出水郡長島町にある鮮魚市場で購入した
2尾である．このヘダイは，同日の朝，鹿児島県
阿久根市黒之浜地先の東シナ海沿岸域で漁獲され
たものである．ヘダイを購入後，氷蔵して鹿児島
大学に運び，標準体長を測定後，実体顕微鏡を用
いて外部寄生虫を調べたところ，鰓に寄生するタ
イノヒトガタムシを見出した．それをピンセット
を用いて注意深く摘出後，70%エタノール液で
固定して標本とした．これを広島大学に運び，実
体顕微鏡を用いて観察・同定するとともに，実体
顕微鏡に取り付けたカメラを用いて写真撮影を
行った．本標本は，茨城県つくば市にある国立科
学博物館筑波研究施設の甲殻類コレクションに収
蔵されている（NSMT-Cr 26838）．本論文で記し
た魚類の学名と英名は Froese and Pauly (2018)に
従った．ただし，チダイの学名は Iwatsuki et al. 

(2007)に従った．

　結果と考察

カイアシ亜綱 Copepoda Milne Edwards, 1830

新カイアシ下綱 Neocopepoda Huys and Boxshall, 1991

管口目 Siphonostomatoida Burmeister, 1835

ヒトガタムシ科 Lernanthropidae Kabata, 1979

ヒトガタムシ属 Lernanthropus de Blainville, 1882

タイノヒトガタムシ

Lernanthropus atrox Heller, 1865 　(Fig. 1)

形態　得られた標本は雌成体 2個体で，写真
個体の頭胸甲前端から第 4胸節背板後端までの長
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さは 2.8 mm．頭胸甲背面はほぼ四角形で幅広い．
短い頸部に続き，背面は肩状をなし，後方は円板
状となる．生殖節は背板で覆われる．腹部は小さ
く，尾叉は指状を呈する．第 1胸肢と第 2胸肢は
小さい．第 3胸肢は二叉し，内肢は細く後方に向
かう．第 4胸肢も二叉して中央部がやや太く，外
肢は内肢よりやや長い．

宿主　ヘダイ Rhabdosargus sarba（スズキ目タ
イ科）．

寄生部位　鰓．
採集地　鹿児島県阿久根市黒之浜地先の東シ

ナ海沿岸域．
寄生状況　ほぼ同じ標準体長のヘダイ 2尾を

調べ，1尾（210 mm）の鰓に雌成体 2個体が寄
生していた．被寄生魚の第 2鰓と第 3鰓にそれぞ
れ 1個体が寄生していた．

備考　本研究で得られたカイアシ類はYamaguti 

(1936)，Shiino (1955)，Izawa (2014)，Nagasawa (2017)

によって報告されたタイノヒトガタムシの雌成体
の形態的特徴に一致したことから，本種と同定し

た．
タイノヒトガタムシは，オーストラリア産タ

イ科魚類の 1 種，silver seabream Pagrus auratus 

(Forster, 1801)から得られた標本に基づいて Heller 

(1865)によって新種記載された（この記載では宿
主は Pagrus guttulatus Valenciennes, 1830と報告さ
れた）．その後，本種はオーストラリアでは同一
宿主に加えて，同じくタイ科魚類の yellowfin 

bream Acanthopagrus australis (Günther, 1859), black 

bream Acanthopagrus butcheri (Munro, 1949), yellow 

seabream Acanthopagrus latus (Houttuyn, 1782)から
記録されている （Heider, 1879；Kabata, 1979；
Roubal, 1981, 1986, 1989, 1990a, 1990b, 1995, 1996； 

Roubal et al., 1983；Byrnes, 1988；Byrnes and 

Rohde, 1992）．また，本種は日本産クロダイ
Acanthopagrus schlegelii (Bleeker, 1854) とマダイ
Pagrus major (Temminck and Schlegel, 1843)に寄生
するほか（宍戸 , 1898；Yamaguti, 1936；Shiino, 

1955, 1959；Ho and Do, 1985；Izawa. 2014），最近，
チ ダ イ Evynnis tumifrons (Temminck and Schlegel, 

Fig. 1. A female of Lernanthropus atrox Helller, 1865 (A, dorsal view; B, ventral view; C, lateral view), NSMT-Cr 26838, from the gills of 
goldlined seabream, Rhabdosargus sarba (Forsskål, 1775) in the East China Sea off the west coast of Kagoshima Prefecture, southern 
Kyushu, Japan. Scale bar: 1 mm.
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1843)からも報告された（Nagasawa, 2017）．中国
産クロダイにも寄生する（Song and Chen, 1976；
Song and Kuang, 1980）．このように本種はタイ科
魚類の寄生虫として知られているが，日本ではイ
ボダイ Psenopsis anomala (Temminck and Schlegel, 

1844)（イボダイ科）に寄生した例がある（市原
ほか，1965 [Lernanthropus sp.として報告 ]；Ho 

and Do, 1985を参照）．なお，宿主は不明であるが，
ロ シ ア 沿 岸 の 日 本 海 か ら も 記 録 が あ る
（Markevitch and Titar, 1978）．
一方，多くの調査にもかかわらず，本種はこ

れまでのところニュージーランド（Roubal et al., 

1983；Roubal, 1996） や 台 湾（Ho et al., 2008, 

2011；Liu et al., 2009a, 2009b）からは見出されて
いない．ペルシャ湾における本種の記録（Bassett-

Smith, 1898；Gnanamuthu, 1949を参照）は誤同定
とされている（Shiino, 1955；Ho and Do, 1985）．
Chin (1947：29)は本種に Lernanthropus shishidoi

なる学名を提案したが，この学名は用いられてい
ない．
今回，本種の寄生を確認したヘダイは，上記

した本種の既知宿主に含まれておらず，ここに新
宿主として記録される．
わが国でこれまでにタイノヒトガタムシが採

集された場所は，東京湾・相模湾（宍戸，1898；
市原ほか，1965；長澤・上野，2011を参照），三
重県の桃取と津（Shiino, 1955, 1959），和歌山県
の 瀬 戸（Izawa, 2014）， 瀬 戸 内 海（Yamaguti, 

1936），広島湾（Nagasawa, 2017），新潟県佐渡島
の達者（Ho and Do, 1985；Honma and Kitami, 1995

も参照）であり，今回の鹿児島県産ヘダイからの
採集は九州からの本寄生虫の初記録となる（Fig. 

2）．これらの採集地は，黒潮と対馬暖流の影響を
強く受ける水域である（Nagasawa, 2017, Fig. 2）．
東アジアにおける本種の地理的分布に関して，

本種が中国南部の海南島沿岸域に分布するが
（Song and Chen, 1976；Song and Kuang, 1980）台
湾から記録がないことから（Ho et al., 2008, 2011；
Liu et al., 2009a, 2009b），Nagasawa（2017）は本
種の地理的分布に関する理解を深めるために四
国・九州から琉球列島に至る南日本に生息するタ

イ科魚類を調べることが望ましいと述べている．
広島湾産チダイでは本種は主に第 1鰓に寄生

していた（Nagasawa, 2017）．しかし，今回，本
種はメダイの第 2鰓と第 3鰓に寄生していた．た
だ，いずれの例でも検査尾数が少ないため（チダ
イ 11尾，ヘダイ 2尾），今後，検査尾数を増やし
て，本種による各鰓の利用状況を知ることも課題
のひとつであろう． 

タイノヒトガタムシに関しては，上記した報
文のほか，わが国では椎野（1965, 1979）による
解説が有用である．ただ，そのなかで本種の宿主
を「マダイ Sparus macrocephalusなどタイ科魚類」
と記してマダイの学名に Sparus macrocephalusを
用いたが，これはクロダイの古い学名であり，マ
ダイの学名ではない（Nagasawa, 2017）．椎野（1965, 

1979）の記述に誤りが含まれることに留意すべき
である．

Fig. 2. Map of the Japanese Archipelago, showing the localities 
where Lernanthropus atrox was collected in the previous (open 
circles) and present (closed circle) studies (modified from 
Nagasawa, 2017). Localities 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7 and 8 are: Tokyo 
Bay (Shishido, 1898); Sagami Bay (Shishido, 1898; Ichihara 
et al., 1965 [as Lernanthropus sp.]); Momotori and Tsu, Mie 
Prefecture (Shiino, 1955, 1959); Seto, Wakayama Prefecture 
(Izawa, 2014); the Seto Inland Sea (Yamaguti, 1936); 
Hiroshima Bay (Nagasawa, 2017); Tassha, Sado Island, Niigata 
Prefecture (Ho and Do, 1985); and the eastern East China 
Sea off the west coast of Kagoshima Prefecture (this paper), 
respectively. The routes of the warm current, Kuroshio, and its 
branch, the Tsushima Current, are also shown.
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今回調べたヘダイから得られた外部寄生虫は
タイノヒトガタムシのみであり，他の寄生虫は認
められなかった．
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